
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
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

３

個
人
型
年
金
の
拠
出
限
度
額
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
六
条
関
係
）

他
制
度
加
入
者
に
係
る
拠
出
限
度
額

二
万
円

（
他
制
度
掛
金
相
当
額
（
そ
の
者
が
企
業
型
年
金

加
入
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
事
業
主
掛
金
を

加
え
た
額
）
が
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
上
回
る
と

き
は
、
二
万
円
か
ら
、
当
該
他
制
度
掛
金
相
当
額

か
ら
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
控
除
し
た
額
を
控
除

し
た
額
）
と
す
る
こ
と
。

第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
又
は
第
三
号
厚
生

年
金
被
保
険
者
に
係
る
拠
出
限
度
額

二
万
円

（
共
済
掛
金
相
当
額
が
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
上

回
る
と
き
は
、
二
万
円
か
ら
、
当
該
共
済
掛
金
相

当
額
か
ら
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
控
除
し
た
額
を

控
除
し
た
額
）
と
す
る
こ
と
。

４

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関

係１

存
続
厚
生
年
金
基
金
の
加
入
員
に
つ
い
て
、
一
に

準
じ
た
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

２

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

施
行
期
日
等

１

経
過
措
置

こ
の
政
令
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

２

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

国
家
試
験

診
療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
の
施
行

（
厚
生
労
働
省
）

臨
床
検
査
技
師
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

理
学
療
法
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

作
業
療
法
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

視
能
訓
練
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
国
家
試
験
の
施

行
（
同
）

は
り
師
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

き
ゅ
う
師
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

柔
道
整
復
師
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

言
語
聴
覚
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

臨
床
工
学
技
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

義
肢
装
具
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

歯
科
技
工
士
国
家
試
験
の
施
行
（
同
）

第
四
十
五
回
救
急
救
命
士
国
家
試
験
の
施
行

（
同
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁登

録
を
受
け
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号

等
取
扱
契
約
締
結
事
業
者
の
営
業
の
廃
止

関
係

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
日
本
中
央
競

馬
会
関
係

地
方
公
共
団
体

無
縁
墳
墓
等
改
葬
、
公
示
送
達
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

◇
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
及
び
特
定
都
市
再
生
緊
急
整

備
地
域
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
二
四
一
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
と
し
て
新
た
に
松
戸
駅
周

辺
地
域
、
新
潟
都
心
地
域
及
び
福
岡
箱
崎
地
域
を
定
め

る
等
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

施
行
期
日
等

（
一
）
こ
の
政
令
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

（
二
）
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

◇
特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
四

二
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

住
宅
を
新
築
す
る
建
設
工
事
の
発
注
者
等
へ
の
説
明

書
面
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
電
磁
的
方
法
に
よ
る
提
供

の
承
諾
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
四
条
関
係
）

２

指
定
住
宅
紛
争
処
理
機
関
の
業
務
の
特
例
及
び
住
宅

紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
特
例
に
係
る
住
宅

の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
の
技
術
的
読
替
え
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
九
条
及
び
第
一
〇
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
九
月
三
〇
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
児
童
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
二
四
三
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

特
例
給
付
の
支
給
要
件
と
な
る
所
得
の
限
度
額
を
、

児
童
手
当
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
扶
養
親
族
等

及
び
同
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
が
な

い
と
き
は
八
五
八
万
円
と
し
、
扶
養
親
族
等
又
は
児
童

が
あ
る
と
き
は
、
八
五
八
万
円
に
当
該
扶
養
親
族
等
又

は
児
童
一
人
に
つ
き
三
八
万
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
関
係
）

２

特
例
給
付
の
支
給
認
定
に
用
い
る
所
得
の
範
囲
及
び

そ
の
額
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
、
第
二
条
の
規
定
は
所

得
の
範
囲
に
つ
い
て
、
第
三
条
の
規
定
は
所
得
の
額
の

計
算
方
法
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
八
条
関
係
）

３

特
例
給
付
の
支
給
認
定
に
用
い
る
所
得
の
区
分
に
つ

い
て
、
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
給
付
に
つ
い
て

は
、
前
々
年
の
所
得
、
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
月
分

の
給
付
に
つ
い
て
は
、
前
年
の
所
得
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
九
条
関
係
）

４

関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
及
び
公
的
年
金
制
度
の
健
全

性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に

関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
四

四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

他
制
度
加
入
者
に
係
る
企
業
型
年
金
の
拠
出
限
度

額
は
、
五
万
五
、
〇
〇
〇
円
か
ら
他
制
度
掛
金
相
当

額
（
他
制
度
加
入
者
ご
と
に
事
業
主
掛
金
に
相
当
す

る
額
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
額
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
控
除
し
た

額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
企
業
型
掛
金
拠

出
者
等
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
四
条
の
二
関

係
）

企
業
型
年
金
加
入
者
で
な
い
他
制
度
加
入
者
で

あ
っ
て
、
そ
の
者
に
係
る
他
制
度
掛
金
相
当
額
が

三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
上
回
り
、
か
つ
、
二
万
円

か
ら
、
当
該
他
制
度
掛
金
相
当
額
か
ら
三
万
五
、

〇
〇
〇
円
を
控
除
し
た
額
を
控
除
し
た
額
が
個
人

型
年
金
規
約
で
定
め
る
個
人
型
年
金
加
入
者
掛
金

の
最
低
額
を
下
回
る
も
の

第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
又
は
第
三
号
厚
生

年
金
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
に
係
る
共
済

掛
金
相
当
額
（
第
二
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
又
は

第
三
号
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
事
業
主
掛
金
に
相
当
す
る
額
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）が
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
上
回

り
、
か
つ
、
二
万
円
か
ら
、
当
該
共
済
掛
金
相
当

額
か
ら
三
万
五
、
〇
〇
〇
円
を
控
除
し
た
額
を
控

除
し
た
額
が
個
人
型
年
金
規
約
で
定
め
る
個
人
型

年
金
加
入
者
掛
金
の
最
低
額
を
下
回
る
も
の
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